
１

清　友 No.159

東京清掃労働組合退職者会
〒 102-0072　千代田区飯田橋３−９−３　SK プラザ５F
TEL 03（3237）9995　　FAX 03（3237）4541

2022 年 11 月
（2022 年 11 月１日発行）

東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

10
月
３
日
に
始
ま
っ
た
臨
時
国

会
の
所
信
表
明
演
説
で
、
岸
田
首

相
は
「
改
憲
発
議
」
に
言
及
し
、「
反

撃
能
力
」
を
含
む
軍
拡
路
線
へ
突

き
進
む
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
河
野
太
郎
デ
ジ
タ
ル
相

は
、
健
康
保
険
証
廃
止
＝
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体
化
を
打
出

し
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
義

務
化
は
導
入
時
の
約
束
に
反
す
る

だ
け
で
な
く
、
閣
議
決
定
で
義
務

化
を
決
め
た
こ
と
も
大
問
題
で
す
。

　

貧
困
対
策
の
欠
如
、
医
療
の

　

対
応
力
不
足
は
深
刻
な
状
況

　

10
月
19
日
の
「
総
が
か
り
19
日

行
動
」
で
は
、
貧
困
対
策
、
医
療

態
勢
の
不
十
分
さ
が
厳
し
く
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

　

反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、「『
所

持
金
が
百
円
し
か
な
い
』『
一
度
も

正
規
社
員
に
な
れ
な
か
っ
た
』『
希

望
が
な
い
、
命
を
絶
ち
改
め
て
生

き
返
り
た
い
』
と
い
う
相
談
者
が

い
る
な
ど
内
容
も
深
刻
だ
。
私
た

ち
の
よ
う
な
民
間
の
対
応
で
は
限

界
が
あ
る
。
政
府
は
責
任
を
果
た

せ
。
軍
事
費
増
強
な
ど
と
ん
で
も

な
い
」、
民
医
連
は
「
コ
ロ
ナ
で
医

療
現
場
は
大
変
な
状
況
。
日
本
の

医
療
は
病
床
と
医
療
人
員
不
足
が

深
刻
。
政
府
は
改
善
指
針
も
な
い
。

軍
事
費
よ
り
医
療
拡
充
を
」
と
岸

田
政
権
の
姿
勢
を
糾
弾
し
ま
し
た
。

　

軍
事
費
増
強
で
は
な
く

　

貧
困
対
策
に
金
を
ま
わ
せ
！

　

支
持
率
ア
ッ
プ
を
狙
う
バ
ラ
マ

キ
で
は
な
く
、
本
当
に
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
人
に
金
を
ま
わ
す

べ
き
で
す
。
ま
し
て
、
軍
拡
路
線

の
た
め
に
福
祉
予
算
を
切
り
詰
め

る
な
ど
言
語
道
断
で
す
。

　

統
一
教
会
癒
着
の
元
締
め

　

安
倍
を
調
査
対
象
に
加
え
ろ

　

統
一
教
会
と
の
癒
着
の
問
題
は
、

岸
田
周
辺
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

地
方
議
員
も
含
め
た
究
明
が
必
要

で
す
し
、
癒
着
の
元
締
め
、
安
倍

も
対
象
に
す
べ
き
で
す
。
そ
れ
が

で
き
な
い
な
ら
、岸
田
は
ヤ
メ
ロ
！

昇仙峡覚円峰

岸
田
改
憲
・
軍
拡
阻
止
！

自
民
党
と
統
一
協
会
の
癒
着
徹
底
追
及
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
強
制
反
対
！



２

が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

城
ヶ
島
で
は
ま
ず
城
ヶ
島
灯

台
へ
。
昔
観
た
景
観
と
大
き
く

様
変
わ
り
、
軒
を
並
べ
て
い
た

土
産
物
屋
も
全
滅
に
近
く
閑
古

鳥
。
灯
台
も
う
ら
び
れ
て
…
。

　

そ
こ
か
ら
が
大
変
。
城
ヶ
島

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
結
構
な

登
り
、「
エ
ー
ッ
、
山
登
り
、
聞

い
て
な
い
よ
〜
」。
で
も
、
登
り

切
っ
た
先
は
楽
し
い
コ
ー
ス
、

断
崖
や
岩
場
・
砂
浜
の
眺
め
が

美
し
く
、
伊
豆
半
島
や
房
総
も

見
渡
せ
ま
し
た
。
最
大
の
ハ
イ

ラ
イ
ト
は
「
馬
の
背
洞
門
」。
磯

遊
び
も
楽
し
め
ま
し
た
。
た
だ

　

今
年
の
退
職
者
会
親
睦
旅
行
は
、

三
浦
半
島
『
み
さ
き 

ま
ぐ
ろ 

き
っ

ぷ
』
満
喫
ツ
ア
ー
。

　

10
月
18
日
、
品
川
駅
京
急
乗
換

口
に
８
時
集
合
。
こ
こ
で
早
速
最

初
の
ハ
ラ
ハ
ラ
。
集
合
場
所
が
判

ら
な
く
て
Ｊ
Ｒ
の
改
札
口
か
ら
出

ち
ゃ
っ
た
人
が
い
た
り
、
乗
換
方

法
が
わ
か
ら
な
く
て
オ
タ
オ
タ
し
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た
り
、
す
っ
か
り
文
明
の
利
器
に

疎
い
高
齢
者
集
団
化
し
て
ま
す
ね
。

　

な
ん
と
か
京
急
に
乗
り
込
み
三

崎
口
を
降
り
た
と
こ
ろ
で
、
お
昼

に
利
用
予
定
だ
っ
た
食
堂
の
臨
時

休
業
が
判
明
。
あ
り
ゃ
、
予
定
し

て
い
た
船
で
城
ヶ
島
に
渡
る
コ
ー

ス
を
急
遽
変
更
。
ど
う
し
よ
う
か

な
ど
と
相
談
し
て
い
る
間
に
バ
ス

　
「
み
さ
き 

ま
ぐ
ろ 

き
っ
ぷ
」
が

使
え
る
海
鮮
丼
（
フ
リ
ー
で
頼
む

と
２
３
１
０
円
）
を
ゲ
ッ
ト
、
ミ
ナ

ミ
マ
グ
ロ
中
ト
ロ
と
マ
グ
ロ
の
竜

田
揚
げ
を
追
加
注
文
し
て
マ
グ
ロ

づ
く
し
。
ガ
ン
ガ
ン
飲
ん
で
大
満

足
。最
後
は「
み
さ
き 

ま
ぐ
ろ 

き
っ

ぷ
」
土
産
券
で
お
買
い
物
。

　

リ
サ
ー
チ
不
足
で
ハ
ラ
ハ
ラ
ド

キ
ド
キ
、切
れ
か
か
り
そ
う
に
な
っ

た
り
。
で
も
、
帰
り
の
車
内
は
満

足
げ
な
顔
が
並
び
ま
し
た
。
終
わ

り
よ
け
れ
ば
す
べ
て
良
し
で
す
か
。

し
、
行
き
か
え
り
は
急
な
階
段
の

難
行
苦
行
。
こ
り
ゃ
無
理
だ
と
リ

タ
イ
ヤ
し
た
方
も
い
ま
し
た
。

　

城
ヶ
島
ハ
イ
キ
ン
グ
を
終
わ
り
、

「
マ
グ
ロ
食
う
ぞ
ぉ
」
と
張
り
切
っ

て
三
崎
港
に
戻
っ
た
け
れ
ど
、
ど

こ
も
満
席
、
あ
っ
ち
の
店
こ
っ
ち

の
店
と
30
分
く
ら
い
ウ
ロ
ウ
ロ
。

そ
ろ
そ
ろ
暴
動
が
起
き
そ
う
な
雲

行
き
に
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

偶
然
、
座
敷
の
あ
る
食
堂
を
発
見
。

楽
し
か
っ
た
ま
ぐ
ろ
満
喫
ツ
ア
ー

お
昼
抜
き
か
と
ハ
ラ
ハ
ラ
し
た
け
ど

ス
タ
ー
ト
か
ら
ハ
ラ
ハ
ラ

え
っ
食
堂
が
臨
時
休
業
？

山
登
り
？
聞
い
て
な
い
よ
〜

結
果
オ
ー
ラ
イ
で
大
満
足

やっとの思いで下りた「馬の背洞門」にて

城ヶ島ハイキングコース「みはらし広場」にて
（海の向こうに房総や伊豆が見える）

海鮮丼とマグロ竜田揚げ
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11
月
10
日
の
「
秋
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
」
は
、
新
宿
御
苑
で
皇

室
由
来
の
菊
花
壇
と
台
湾
閣
を
見

学
、
そ
の
後
、
千
駄
ヶ
谷
駅
前
を

歩
い
て
鳩
森
八
幡
神
社
へ
行
き
、

千
駄
ヶ
谷
富
士
登
山
で
す
。
立
派

な
富
士
山
で
す
。
将
棋
会
館
を
見

学
し
、
将
棋
会
館
御
用
達
の
「
鳩

や
ぐ
ら
」
と
い
う
食
堂
で
ビ
ー
ル

＆
ラ
ン
チ
と
い
う
プ
ラ
ン
で
す
。

　

こ
の
コ
ー
ス
は
単
純
に
歩
く
だ

け
な
ら
、
１
時
間
少
々
で
す
。

　

将
棋
会
館
で
プ
ロ
の
棋
戦
が
行

わ
れ
る
と
き
、
昼
食
は
出
前
を
と

り
ま
す
。
将
棋
会
館
へ
出
前
で
き

る
食
堂
は
６
店
で
、
昼
の
予
約
可

能
な
店
は
「
鳩
や
ぐ
ら
」
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
折
角
で
す
か
ら
、
プ

ロ
棋
士
の
気
分
を
味
わ
い
た
い
と

い
う
企
画
で
す
。

　

た
だ
し
、
問
題
な
の
は
、「
鳩
や

ぐ
ら
」
は
、
20
人
程
度
し
か
入
れ

な
い
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
処
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。「
鳩
や
ぐ
ら
」
に

入
り
き
れ
な
い
人
は
別
の
将
棋
会

館
御
用
達
食
堂
へ
案
内
す
る
こ
と

も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
10
時
、
新
宿
御
苑
新

宿
門
前
集
合
、
小
雨
決
行
で
す
。

参
加
費
は
新
宿
御
苑
入
場
料
込
み

で
２
千
円
で
す
。
ま
だ
、
参
加
申

込
み
は
可
能
で
す
。

　

来
年
の
「
新
春
の
集
い
」
は
、

●
開
催
日　

１
月
28
日
（
土
）

●
会　

場

　
　
　

飯
田
橋
「
焼
鳥
す
い
け
ん
」

　
　
　
（
清
掃
会
館
の
近
く
で
す
）

●
会　

費　

２
千
円

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

恒
例
の
「
お
楽
し
み

会
（
長
寿
・
喜
寿
お
祝
い
、

開
運
く
じ
引
き
大
会
）」

も
行
う
予
定
で
す
。

　

開
催
で
き
れ
ば
、
20
年

以
来
３
年
ぶ
り
に
な
り
ま

す
。
何
と
か
開
催
し
た
い

も
の
で
す
。

　

12
月
半
ば
に
み
な
さ
ん

に
送
る
定
例
連
絡
で
参
加

募
集
し
ま
す
。

会
以
降
は
、
し
ば
ら
く
国
立
演
芸

場
に
行
け
な
く
な
り
ま
す
。

　　

３
月
以
降
の
行
事
プ
ラ
ン
は
、

①
３
月
中
旬
に
学
習
会

　

テ
ー
マ
は
検
討
中

②
３
月
下
旬
か
４
月
上
旬
に

　

小
金
井
公
園
で
お
花
見

※
①
と
②
の
開
催
日
は
、
12
月
５

　

日
の
幹
事
会
で
決
め
る
予
定

③
５
月
中
旬
に

　

春
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

④
６
月
16
日
に
第
15
回
定
期
総
会

　

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
随
時
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

来
年
前
半
ま
で
の
主
な
行
事
プ
ラ
ン

11
月
10
日
︵
木
︶

秋
の
フ
�
�
ル
ド
ワ
�
ク

１
月
28
日
︵
土
︶

３
年
ぶ
り
の
﹁
新
春
の
集
い
﹂

　

23
年
の「
演
芸
を
楽
し
む
会
」は
、

▼
寄　

席　

国
立
演
芸
場

▼
開
催
日　

２
月
中
席
（
２
月
11

　　
　
　
　

日
〜
20
日
の
間
の
日
）

▼
集　

合　

12
時
30
分
（
現
地
）

▼
会　

費　

５
０
０
円

　
（
シ
ニ
ア
以
外
も
同
額
）

　
（
食
事
・
飲
み
物
は
各
自
用
意
）

の
予
定
で
す
。
開
催
日
は
12
月
５

日
の
幹
事
会
で
決
定
し
、
来
年
１

月
に
参
加
募
集
し
ま
す
。

　

来
年
秋
か
ら
国
立
劇
場
の
建
替

２
月
中
旬
に

演
芸
を
楽
し
む
会
を
開
催

３年前（20 年）の新春の集い

え
が
始
ま
り
ま
す
。

完
成
は
７
年
後
で
す

の
で
、
来
演
２
月
の

学
習
会
�
お
花
見
�

春
の
フ
�
�
ル
ド
ワ
�
ク
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厚
労
省
は
、
高
齢
者
人
口
の
増

加
に
よ
る
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

の
医
療
費
増
大
に
伴
う
現
役
世
代

の
負
担
増
を
抑
制
す
る
た
め
と
し

て
、
高
齢
者
の
医
療
保
険
料
負
担

の
引
上
げ
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
手
法
は
、
①
保
険
料
賦

課
限
度
額
（
上
限
額
）
引
上
げ
、

②
後
期
高
齢
者
の
医
療
給
付
に
対

す
る
負
担
の
引
上
げ
で
す
。

　

保
険
料
上
限
額
は
今
年
の
４
月

か
ら
64
万
円
（
収
入
が
８
８
８
万
円

超
の
所
得
者
）
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
ば
か
り
で
す
が
、
68
万
円
に
引

上
げ
る
案
が
浮
上
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
後
期
高
齢
者
の
医
療
給

付
費
は
、
後
期
高
齢
者
が
約
１
割
、

現
役
世
代
が
約
４
割
、
公
費
約
５

割
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者

の
負
担
割
合
を
増
や
す
考
え
方
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
案
は
近
々

出
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
政

府
の
本
当
の
狙
い
は
公
費
の
抑
制

に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
予

　

10
月
11
日
、
特
別
区
人
事
委
員

会
は
、①
公
民
較
差
８
９
６
円
（
０
・

24
％
）
解
消
の
た
め
、
初
任
給
及

び
若
年
層
の
給
料
表
改
善
、
②
一

時
金
０
・
１
月
引
上
げ
（
勤
勉
手

当
）、
３
月
期
期
末
手
当
廃
止
（
６

月
期
と
12
月
期
に
配
分
）
等
と
す

る
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。
平
均
年

間
支
給
額
は
５
万
４
千
円
増
で
す
。

　

若
年
層
の
賃
金
改
善
は
当
然
の

こ
と
と
し
て
、
物
価
高
騰
の
影
響

は
全
職
員
に
お
よ
ん
で
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
た
改
善
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
東
京
清
掃
は
、
①
低
水
準
に

落
と
し
こ
め
ら
れ
て
い
る
現
業
賃

金
水
準
全
体
の
改
善
、
②
定
年
延

長
に
伴
う
昇
任
資
格
年
齢
の
上
限

引
上
げ
、
③
３
月
期
期
末
手
当
廃

止
反
対
、
④
会
計
年
度
職
員
に
勤

勉
手
当
支
給
な
ど
を
掲
げ
て
闘
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
厳
し
い
闘
い
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
退
職
者
会
は
現
役

世
代
の
闘
い
に
固
く
連
帯
し
ま
す
。

特別区人事委員会勧告
１．月例給
○公民較差 896 円（0.24％）
　（給料 747 円、はね返り 149 円）
○給料表改定
　＊初任給引上げ
　　（Ⅰ類 4,500 円、Ⅲ類 5,000 円）
　＊初任給の引上げを踏まえ、若年層の職員
　　にも一定の改善が及ぶよう改定
　＊再任用職員は本年給料表改定が若年層を
　　対象としたものであることから改定なし
２．特別給（期末手当・勤勉手当）
　＊民間の支給状況を勘案し、年間の支給月
　　数を 0.1 月引上げ（4.45 月→ 4.55 月）
　＊引上げ分は、勤勉手当に割振り
　＊３月期末手当を廃止し、６月・12 月期が
　　均等になるよう配分（23 年度から）
３．本年の公民較差算出と差額支給
　＊本年の勧告は、差額支給者（18 年実施行政系人事給
　　与制度改正に伴う給料月額が最高号給金額を超えて差額を支給
　　されている職員）を公民比較から除外して公民較差
　　を算出する一時的特例的な措置による。差額支
　　給者を除外しない場合、公民較差は△1,007円。
　＊差額支給者は、着実な解消を図るべきものだが、
　　差額支給者数は本年４月１日時点で 1,147 人、
　　減少数は 296 人、任用面による解消は昇任者
　　38 人に過ぎない。引き続き、差額支給の着実
　　な解消に向けて、より一層の積極的な取組を講
　　じられたい。
４．実施時期
　＊月例給　2022 年４月１日
　＊特別給　条例公布の日

東
京
清
掃
賃
金
確
定
闘
争
に
固
く
連
帯

東京清掃 22 賃金確定第一波総決起集会
（写真は東京清掃より提供）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

引
上
げ
の
検
討
が
始
ま
る

算
は
軍
事
費
よ
り

福
祉
へ
、
高
齢
者

へ
の
負
担
増
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
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い
の
ち
を
賭
け
た
ハ
ン
ス
ト
を

も
っ
て
勝
利
的
に
争
議
を
終
結
さ

せ
た
『
第
二
次
韓
国
サ
ン
ケ
ン
闘

争
終
結
報
告
集
会
』
が
、
当
該
５

名
の
来
日
に
よ
り
10
月
17
日
、
日

本
教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

労
組
委
員
長
の
キ
ム
ウ
ニ
ョ
ン

さ
ん
か
ら
、「
工
場
閉
鎖
攻
撃
に
組

合
員
か
ら
『
勝
て
な
い
』
と
い
う

声
が
出
さ
れ
、
支
援
か
ら
も
『
せ

い
ぜ
い
金
銭
解
決
し
か
な
い
』
と

言
わ
れ
た
が
、
闘
う
こ
と
に
し
た
。

そ
れ
は
第
一
次
サ
ン
ケ
ン
闘
争
で

勝
ち
取
っ
た
職
場
で
あ
り
、
日
本

の
労
働
者
の
支
援
の
お
か
げ
だ
っ

た
か
ら
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
日
本
で

は
闘
い
を
で
き
な
か
っ
た
が
、
日

本
で
支
援
が
立
ち
あ
げ
ら
れ
、
勇

気
を
も
ら
っ
た
。『
も
う
勝
て
な
い
』

と
い
う
声
が
出
る
た
び
に
『
日
本

の
支
援
に
応
え
よ
う
』
と
励
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
職
場
に
戻
れ
な

か
っ
た
が
、
み
ん
な
で
闘
い
抜
い

た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。
日
本
の

み
な
さ
ん
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
活

か
し
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
闘
っ
て
い
く
」
と

い
う
感
動
的
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
種
記
念
品
を
頂
く
な
ど
、
集

会
は
交
流
の
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
も
闘
っ
て
よ
か
っ
た
と
思

い
を
強
く
し
た
集
会
で
し
た
。

　

昨
年
５
月
、
サ
ン
ケ
ン
電
気
前

で
行
わ
れ
た
「
韓
国
サ
ン
ケ
ン
労

組
に
連
帯
す
る
行
動
」
で
、
尾
澤

孝
司
さ
ん
が
、
韓
国
サ
ン
ケ
ン
労

組
の
要
請
に
基
づ
く
会
社
側
へ
の

面
会
要
請
を
行
う
た
め
に
会
社
敷

地
に
入
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
警

備
委
託
会
社
の
警
備
員
が
実
力
で

阻
止
し
、
サ
ン
ケ
ン
電
気
が
警
察

に
通
報
、警
備
員
に
対
す
る「
暴
行
」

で
不
当
逮
捕
さ
れ
、
７
ヶ
月
以
上

も
の
不
当
な
長
期
勾
留
さ
れ
ま
し

た
。
起
訴
内
容
は
警
備
業
務
に
対

す
る
「
威
力
業
務
妨
害
」
罪
で
す
。

　
『
第
二
次
韓
国
サ
ン
ケ
ン
闘
争
終

結
報
告
集
会
』
で
荒
木
弁
護
士
は
、

「
尾
澤
事
件
は
当
初
『
暴
行
』
罪
の

扱
い
だ
っ
た
。
会
社
受
付
で
尾
澤

さ
ん
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
警
備

員
は
会
社
前
行
動
の
対
策
要
員
で

あ
り
、
入
場
阻
止
行
為
を
し
た
警

備
員
と
の
接
触
を
『
暴
行
』
と
し

て
起
訴
で
き
る
の
か
疑
義
が
あ
っ

た
が
、
警
備
業
務
に
対
す
る
『
威

日
韓
連
帯
の
力
で
勝
利
的
解
決
を
実
現

第
二
次
韓
国
サ
ン
ケ
ン
闘
争
終
結
報
告
集
会

日
本
で
の
支
援
を
支
え
に

民
衆
の
連
帯
が
原
動
力

尾
澤
孝
司
さ
ん
の
で
っ
ち
上
げ
起
訴
は
許
せ
な
い
！

「
無
罪
判
決
」
を
求
め
る
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

力
業
務
妨
害
』
罪
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
尾
澤
さ
ん
の
入
場
阻
止

行
為
は
警
備
業
務
の
範
囲
と
は
い

え
な
い
。
明
ら
か
に
労
働
運
動
に

対
す
る
弾
圧
だ
。
検
察
は
親
会
社

へ
の
行
動
を
問
題
に
し
て
い
る
。

韓
国
サ
ン
ケ
ン
労
組
も
証
人
尋
問

す
る
。
韓
国
労
組
か
ら
の
依
頼
に

よ
る
行
為
だ
っ
た
か
ど
う
か
、
日

韓
の
運
動
が
一
体
の
も
の
だ
っ
た

こ
と
を
強
調
し
て
い
く
。『
威
力
業

務
妨
害
』
は
か
な
り
の
確
率
で
有

罪
に
な
る
例
が
多
い
。
業
務
性
の

争
い
と
要
請
の
正
当
性
を
訴
え
て

い
く
」
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

労
働
運
動
へ
の
弾
圧
は
断
じ
て

許
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
尾
澤
孝
司

さ
ん
は
退
職
者
会
会
員
で
も
あ
り

ま
す
。「
無
罪
判
決
」
を
求
め
る
署

名
に
是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

尾
澤
事
件
は
で
っ
ち
上
げ

労
働
運
動
弾
圧
は
許
せ
な
い

尾
澤
さ
ん
の
無
罪
判
決
を
！

キムウニョンさんをはじめ報告する韓国サンケン労組メンバー

第二次韓国サンケン闘争の　
経過を報告する尾澤孝司さん
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晴
れ
渡
っ
た
秋
空
の
下
、
10
月

23
日
に
東
京
清
掃
労
組
と
清
掃
・

人
権
交
流
会
が
協
同
し
た
狭
山
現

地
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

で
26
年
連
続
の
現
地
調
査
と
な
り

ま
す
。
他
に
な
い
取
り
組
み
と
し

て
、
石
川
一
雄
さ
ん
も
高
く
評
価

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
参
加
者
は
24
名
、
解
放

同
盟
都
連
の
講
師
２
名
を
あ
わ
せ

26
名
で
し
た
。
新
規
採
用
を
含
め

た
若
い
組
合
員
の
う
ち
８
名
が
初

参
加
、
若
さ
と
活
気
が
あ
ふ
れ
る

現
地
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

く
れ
、
力
強
い
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
石
川
さ
ん
は
「
弁

護
団
が
東
京
高
裁
に
『
事
実
調
べ

（
11
人
の
証
人
尋
問
と
万
年
筆
イ
ン

ク
の
鑑
定
）』
を
請
求
し
、
い
よ
い

よ
本
当
の
山
場
に
差
し
か
か
っ
た
、

来
年
春
に
は
再
審
決
定
を
出
さ
せ

た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

す
で
に
83
歳
の
石
川
さ
ん
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
迫
力

あ
る
声
と
、
何
と
し
て
も
冤
罪
を

晴
ら
そ
う
と
い
う
決
意
の
重
さ
を
、

参
加
者
一
同
は
し
っ
か
り
受
け
止

め
ま
し
た
。

　

お
よ
そ
１
時
間
半
か
け
て
歩
い

た
現
地
調
査
で
は
、
強
要
さ
れ
た

ウ
ソ
の
「
自
白
」
が
い
か
に
矛
盾

に
満
ち
て
い
る
か
を
体
で
知
る
こ

と
が
で
き
、
初
め
て
の
参
加
者
も

石
川
さ
ん
の
無
実
を
確
信
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
の
閉
会
式
で
も
初
参
加
の

仲
間
か
ら
「
初
め
て
事
実
を
理
解

で
き
た
」「
家
族
や
職
場
の
仲
間
に

ち
ゃ
ん
と
伝
え
た
い
」
と
、
元
気

な
声
が
次
々
と
出
さ
れ
、
一
日
も

早
い
再
審
実
現
の
た
め
に
精
一
杯

頑
張
ろ
う
と
誓
い
を
固
め
、
狭
山

現
地
調
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

狭
山
事
件
第
３
次
再
審
闘
争

来
春
、
最
大
の
山
場
へ

今
年
も
や
り
ま
し
た
！
狭
山
現
地
調
査

　

事
件
の
経
過
を

語
る
テ
レ
ビ
の
ビ

デ
オ
映
像
を
見
た

の
ち
、
都
連
の
近

藤
書
記
長
か
ら
詳

細
な
説
明
と
現
地

調
査
の
ポ
イ
ン
ト

を
話
し
て
い
た
だ

き
、
２
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
出
発

し
ま
し
た
。

　

最
初
に
全
員
で

向
か
っ
た
現
地
事

務
所
で
は
石
川
一

雄
さ
ん
早
智
子
さ

ん
が
出
迎
え
て

狭山再審闘争現地事務所（石川さん旧宅）前にて

現地調査（被害者と出会ったとされる場所付近）

石川一雄さんと早智子さん

注）写真はすべて東京清掃より提供

26
年
連
続
の
現
地
調
査

若
さ
と
活
気
あ
ふ
れ
る
現
調
に

再
審
実
現
へ
決
意
新
た
に

初
参
加
者
も
冤
罪
を
確
認

参加者の石川さん宛メッセージ
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８
月
29
日
、
狭
山
弁
護
団
は
東

京
高
裁
に
、
無
実
を
証
明
す
る
新

証
拠
を
作
成
し
た
11
人
の
鑑
定
人

の
証
人
尋
問
と
、
争
点
に
な
っ
て

い
る
万
年
筆
の
イ
ン
ク
成
分
鑑
定

を
求
め
る
『
事
実
取
調
請
求
書
』

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

足
利
事
件
、
布
川
事
件
、
東
住

吉
事
件
な
ど
こ
の
10
年
余
り
の
間

に
再
審
無
罪
と
な
っ
た
冤
罪
事
件

で
は
、
鑑
定
人
尋
問
や
裁
判
所
に

よ
る
鑑
定
の
実
施
が
、
無
実
の
人

を
救
済
す
る
カ
ギ
と
な
り
ま
し
た
。

石
川
さ
ん
の
無
実
を
証
明
す
る
た

め
に
は
、
高
裁
に
よ
る
事
実
調
べ

が
何
と
し
て
も
必
要
で
す
。

　

今
、
東
京
高
裁
に
向
け
た
『
狭

山
事
件
の
事
実
調
べ
を
求
め
る
緊

急
署
名
』
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
28
日
、日
比
谷
野
音
で
『
狭

山
再
審
を
求
め
る
全
国
集
会
』
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
事
件
発
生
は
59

年
前
で
す
が
、
今
も
石
川
さ
ん
の

確
定
判
決
に
な
っ
て
い
る
無
期
懲

役
刑
を
東
京
高
裁
が
言
い
渡
し
た

の
が
48
年
前
の
10
月
31
日
で
す
。

　

今
行
わ
れ
て
い
る
第
三
次
再
審

請
求
で
、
弁
護
団
は
２
５
５
点
の
新

証
拠
を
出
し
て
再
審
を
求
め
て
い

ま
す
。「
脅
迫
状
の
筆
跡
」「
被
害

者
の
万
年
筆
」
と
い
う
最
大
の
証

拠
を
含
め
、
科
学
的
鑑
定
で
石
川

さ
ん
の
無
実
を
証
明
で
き
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
弁

護
団
は
、
新
証
拠
に
基
づ
く
鑑
定

人
証
人
尋
問
な
ど
『
事
実
取
調
請

求
』
を
出
し
ま
し
た
。
い
よ
い
よ

再
審
開
始
を
求
め
る
本
当
の
山
場

が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　

集
会
で
、
石
川
一
雄
さ
ん
早
智

子
さ
ん
か
ら
、「
何
と
し
て
も
事
実

調
べ
を
実
現
さ
せ
、
一
日
も
早
い

再
審
決
定
を
勝
ち
取
り
た
い
」
と

全
国
の
仲
間
に
支
援
を
訴
え
ま
し

た
。
弁
護
団
と
解
放
同
盟
か
ら
、

10
万
筆
を
超
え
る
『
事
実
調
べ
を

求
め
る
緊
急
署
名
』
を
本
日
提
出

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
年
内
に

10
万
筆
を
上
乗
せ
す
る
取
組
み
を

行
な
う
こ
と
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

再
審
実
現
の
突
破
口
で
あ
る
事

再
審
の
カ
ギ
は
事
実
調
べ

狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め
る
市
民
集
会

高
裁
宛
署
名
を
突
破
口
に

実
調
べ
の
実
現
に
向
け
て
、
闘
い

は
正
念
場
で
す
。
そ
の
決
意
を
会

場
全
体
で
確
認
し
た
集
会
と
な
り

ま
し
た
。
集
会
後
、
コ
ー
ス
は
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
短
縮
は
し
て
い
ま

し
た
が
、
日
比
谷
公
園
か
ら
霞
が

関
周
辺
を
力
強
く
デ
モ
行
進
し
て

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

狭
山
事
件
再
審
へ
事
実
調
べ
を
求
め
る

緊
急
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

す
で
に
10
月
28
日
の
時
点
で
10
万

筆
以
上
の
署
名
が
集
ま
り
、
高
裁

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
年
内
に

10
万
筆
の
上
乗
せ
が
目
標
で
す
。

　

再
審
決
定
を
勝
ち
取
る
た
め
に

事
実
調
べ
を
実
施
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
家
族
・
友
人
は
じ

め
一
人
で
も
多
く
の
署
名
を
集
め

ま
し
ょ
う
！　

み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
押
田
五
郎
）

10.28 狭山集会で積み上げられた
10 万筆余の第一次集約分の署名
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「
一
人
の
首
切
り
も
許
さ
な
い
、

権
利
は
譲
れ
な
い
」
を
合
い
言
葉

に
、
東
京
総
行
動
が
10
月
26
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

上
智
大
学
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

よ
る
不
当
解
雇
を
撤
回
し
ろ
！

　

ク
ッ
キ
・
チ
ュ
ー
先
生
は
、
学

生
に
セ
ク
ハ
ラ
を
し
た
教
授
（
後

に
懲
戒
解
雇
）
を
告
発
し
た
こ
と

に
端
を
発
す
る
パ
ワ
ハ
ラ
の
末
、

昇
進
を
妨
げ
ら
れ
、
19
年
９
月
に

上
智
大
学
を
解
雇
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
学
側
は
、
団
交
や
裁
判
の
場

で
も
、
数
々
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

否
定
す
る
な
ど
、
不
誠
実
な
態
度

に
終
始
し
て
い
ま
す
。
大
学
前
で
、

学
生
や
職
員
に
ビ
ラ
を
配
り
、
大

学
側
の
不
誠
実
さ
を
訴
え
、
解
雇

撤
回
と
謝
罪
を
求
め
ま
し
た
。
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上
智
大
学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
署

名
を
始
め
る
な
ど
、
闘
い
の
輪
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。
ガ
ン
バ
レ
！

Ｊ
Ａ
Ｌ
は
不
当
解
雇
を
撤
回
し

職
場
復
帰
と
損
賠
に
応
じ
ろ
！

　
「
モ
モ
ク
リ
３
年
カ
キ
８
年
、
Ｊ

Ａ
Ｌ
の
争
議
は
12
年
、
こ
ん
な
に

も
長
く
争
議
が
続
い
て
い
る
の
は
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
経
営
が
屁
理
屈
を
並
べ
て

逃
げ
回
っ
て
い
る
せ
い
だ
。
経
営

上
も
必
要
な
い
の
に
私
た
ち
を
解

雇
し
、
経
営
陣
は
株
で
大
儲
け
、

こ
ん
な
の
許
せ
な
い
。
不
当
解
雇

の
責
任
か
ら
逃
げ
る
な
！
」。

　

現
役
労
組
は
会
社
側
の
「
業
務

委
託
」
提
案
を
受
入
れ
、
12
年

余
の
争
議
に
終
止
符
を
打
ち
ま
し

た
。
被
解
雇
者
当
該
に
相
談
な
し

の
協
定
調
印
で
し
た
。
こ
れ
に
抗

し
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
被
解
雇
者
労
働
組
合

（
Ｊ
Ｈ
Ｕ
）
は
、
現
役
労
組
か
ら

離
脱
し
、
継
続
闘
争
を
選
択
し
ま

し
た
。争
議
は
終
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

当
該
労
組
と
支
援
労
組
が
会
社

側
に
要
請
書
を
突
き
つ
け
、
集
会

参
加
者
は
抗
議
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
繰
返
し
、
勝
利
す
る
ま

で
闘
う
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

不
当
解
雇
を
撤
回
し
ろ
！

上智大学クッキ・チュー先生

当面の争議団行動
■ユナイテッド闘争団銀座デモ
　11 月 11 日（金）18 時 30 分
　築地川銀座公園から銀座コリドー街
　までデモ（出発：19 時）
■ＪＡＬ争議の早期全面解決を目指す
　12.8 総決起集会
　12 月８日（木）18 時 30 分
　文京区民センター

ト
ヨ
タ
は
社
会
的
責
任
を
果
し

不
当
解
雇
撤
回
、
謝
罪
し
ろ
！

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
ト
ヨ
タ
が
組
合
潰

し
を
目
的
に
２
３
７
名
を
不
当
解
雇

し
て
か
ら
22
年
目
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国

際
労
働
機
関
）
が
「
解
雇
不
当
」
を
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

が
「
多
国
籍
企
業
行
動
指
針
遵
守
」

を
勧
告
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

ト
ヨ
タ
は
、
争
議
の
解
決
ど
こ
ろ

か
、
謝
罪
も
拒
否
し
て
い
ま
す
。

　

ト
ヨ
タ
は
、
国
連
「
ビ
ジ
ネ
ス

と
人
権
に
関
す
る
指
導
原
則
」
に

従
い
、
労
働
者
の
権
利
を
守
れ
！

ト
ヨ
タ
は
解
雇
を
撤
回
し
ろ
！

ＪＡＬ本社前で訴えるＪＡＬ争議団

トヨタ東京本社前で抗議のシュプレヒコール
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９
月
29
日
、文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

で
『
改
憲
派
が
意
図
す
る
壊
憲
の

本
質
を
あ
ば
く
９
・
29
労
働
者
・

市
民
集
会
』
が
開
催
さ
れ
、
講
師

の
加
藤
晋
介
弁
護
士
は
「
自
民
党

『
壊
憲
』
構
想
の
行
き
着
く
先
は
自

由
と
民
主
主
義
の
な
い
独
裁
国
家

だ
」
と
喝
破
、
草
の
根
の
闘
い
が

重
要
だ
と
提
起
し
ま
し
た
。

　

①
立
憲
主
義
＝
主
権
者
た
る
国

民
の「
個
人
の
人
権
」を
守
る
た
め
、

権
力
者
を
し
ば
る
、
②
人
権
尊
重

『
前
文
』
で
「
和
を
尊
ぶ
家
族
」
を

強
調
、
天
皇
を
頂
く
国
家
賛
美
。

(2)
人
権
論
は
全
く
入
れ
換
え

　

現
憲
法
で
は
個
人
と
し
て
の
個

性
は
尊
重
さ
れ
る
。
自
民
党
案
は
、

「
個
」
か
ら
「
人
」
へ
転
換
。「
人

並
み
の
義
務
を
果
た
せ
、
人
権
な

ど
と
言
う
な
」
と
い
う
も
の
。「
公

益
」
を
強
調
、
公
益
を
守
ら
な
け

れ
ば
制
約
、「
逆
ら
う
な
」
と
い
う

こ
と
。
少
数
者
に
は
人
権
な
し
。

(3)
「
国
家
」
主
権
へ

　
「
国
民
主
権
」
は
フ
ラ
ン
ス
革
命

当
時
か
ら
論
争
が
あ
る
。「
国
民
」

か
「
人
民
」
か
。「
人
民
」
は
共
同

体
に
属
す
る
者
す
べ
て
が
含
ま
れ
、

「
国
民
」
は
わ
が
民
族
の
こ
と
。

　

現
在
の
「
国
民
主
権
」
論
は
「
人

民
主
権
」
論
の
譜
系
に
あ
る
。

　

地
方
自
治
法
は「
人
民
主
権
」的
。

自
治
体
の
支
出
は
住
民
訴
訟
で
き

る
。
国
の
支
出
は
争
え
な
い
。
狭

義
の「
国
民
主
権
」で
あ
り
、エ
リ
ー

ト
が
政
治
を
牛
耳
る
世
界
だ
。

　

ビ
ス
マ
ル
ク
は
「
国
家
法
人
説
」

を
唱
え
た
。
議
会
は
「
国
家
運
営

や
予
算
は
審
議
で
き
な
い
」
と
す

る
説
、自
民
党
案
は
実
質
的
に
「
国

家
法
人
説
」。
ビ
ス
マ
ル
ク
か
ら
教

え
ら
れ
た
大
久
保
利
通
へ
の
回
帰
。

(4)
平
和
主
義
の
変
更

　

９
条
１
項
は
一
般
論
、
９
条
２

項
は
特
異
、
交
戦
権
を
否
定
し
て

お
り
現
憲
法
の
真
骨
頂
。
な
ぜ
、

戦
力
放
棄
か
。
軍
隊
は
象
徴
的
国

家
を
守
る
た
め
に
戦
い
、
市
民
を

守
ら
な
い
。
総
力
戦
は
生
産
拠
点

を
攻
撃
す
る
の
で
、
市
民
は
殺
さ

れ
続
け
る
。
だ
か
ら
、
軍
隊
を
も

た
な
い
と
し
た
。
攻
め
ら
れ
た
ら

ゲ
リ
ラ
を
や
れ
ば
い
い
と
い
う
こ

と
。
軍
隊
に
よ
る
抑
止
論
の
行
き

着
く
先
は
被
害
妄
想
的
軍
拡
。

　

自
民
党
案
は
国
軍
創
設
。
緊
急

事
態
宣
言
で
国
民
主
権
制
限
は
、

ナ
チ
ス
の
手
法
と
同
じ
や
り
方
。

　

①
自
衛
隊
合
憲
化
、
②
緊
急
事

態
条
項
創
設
、
③
教
育
体
制
充
実
、

④
参
議
院
合
区
解
消
。
③
、
④
は

改
憲
な
し
に
で
き
る
。
喫
緊
の
課

題
は
自
衛
隊
合
憲
化
。
で
き
れ
ば
、

緊
急
事
態
条
項
創
設
。
一
点
突
破

全
面
「
壊
憲
」
を
狙
っ
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
当
初
日
本
の
民
主
化

を
考
え
た
が
、
共
産
化
さ
せ
な
い

た
め
、
岸
・
鳩
山
な
ど
旧
支
配
層

を
呼
び
戻
し
、
憲
法
の
上
に
安
保

条
約
が
乗
っ
か
る
構
造
に
な
っ
た
。

55
年
体
制
は
「
解
釈
改
憲
」
体
制

だ
っ
た
が
、「
壊
憲
」
へ
向
け
て
社

会
党
・
総
評
を
解
体
。
小
選
挙
区

制
に
よ
り
護
憲
派
は
衰
退
し
た
。

　

岸
田
は
安
倍
の
死
を
利
用
し
て

改
憲
に
走
ろ
う
と
し
た
が
、
統
一

教
会
問
題
で
頓
挫
、
自
民
党
黄
金

の
３
年
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。

次
の
焦
点
は
統
一
地
方
選
。
維
新

と
国
民
が
自
民
と
く
っ
つ
け
ば
公

明
は
不
要
、
政
治
変
動
が
起
き
る
。

　

草
の
根
学
習
会
の
組
織
化
が
必

要
。
自
民
党
草
案
批
判
の
学
習
会

を
行
い
、
国
民
投
票
に
備
え
よ
う
。

講師の加藤晋介さん
主
義
＝
人
権
は
個
人

の
も
の
と
い
う
考
え

方
に
立
脚
、
③
国
民

主
権
＝
戦
前
は
天
皇

主
権
、
④
平
和
主
義
・

国
際
協
調
主
義
。

(1)
国
民
に
服
従
義
務

　
「
国
民
主
権
」
を

「
国
家
主
権
」
に
置
換

え
、
国
民
は
付
随
す

る
存
在
に
な
り
服
従

義
務
が
生
じ
、
立
憲

主
義
は
な
く
な
る
。

自
民
党
憲
法
草
案
は

日
本
国
憲
法
４
つ
の
理
念

自
民
党
改
憲
草

案
の
論
理
構
造

自
民
党
改
憲
４
課
題

「
壊
憲
」
危
機
と
闘
い
方

改憲派が意図する
壊憲の本質をあばく
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新
規
加
入
し
た
方
に

は
、５
千
円
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
さ
ら
に
お
得
で
す
。

　

再
任
用
組
合
員
は
退
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車
保
険
加
入
を
義
務
化
し
て
い
ま

す
。『
安
心
総
合
共
済
』
は
、
自
転

車
保
険
に
該
当
し
て
お
り
、
安
心

を
お
届
け
で
き
ま
す
。

安心総合共済
安い掛金で大きなメリット 　

全
日
本
自
治
体
退
職

者
会
が
取
り
扱
う
会
員

向
け
損
害
保
険
『
安
心

療
機
関
案
内
、
③
予
約
制
専

門
医
相
談
、
④
転
医
・
患
者

移
送
手
配
な
ど
に
対
応
す

る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
」

は
、
非
常
に
便
利
で
す
。
他

社
の
損
害
保
険
で
は
ほ
と
ん

ど
が
有
料
で
す
が
、『
安
心

総
合
共
済
』
は
無
料
、
そ
の

上
、
法
律
・
税
務
相
談
や
社

会
保
険
の
相
談
、
電
話
介
護

相
談
な
ど
の
「
デ
イ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
」
と
「
介
護
ア
シ
ス

ト
」
も
つ
い
て
い
ま
す
。

■掛金と保障金額

安
心
共
済
は
お
得

５
千
円
バ
ッ
ク
で
さ
ら
に
お
得

新規加入した方へ

５千円キャッシュバッ
ク

総
合
共
済
』
は
、
高

い
団
体
割
引
率
が
適

用
さ
れ
て
掛
金
が
安

く
、
加
入
に
あ
た
っ

て
の
年
齢
制
限
が
な

く
、
医
師
の
審
査
も

不
要
（
が
ん
補
償
を

除
く
）
な
ど
、メ
リ
ッ

ト
が
一
杯
で
す
。

■３つの基本補償

③携行品損害
住宅外で家財が損傷した場
合の補償。最大 50 万円。

①障害事故
日常生活のケガに対する補
償。通院でも１日目から補
償。（病気は対象外です。）

②賠償事故
個人賠償責任の補償。国
内無制限、国外１億円ま
で（同居の家族も補償）。

オプション（別途追加保険料）

がん補償（89 歳まで）、ホー
ルインワン・アルバトロス費
用もあります。

　

ま
た
、
①
緊
急

医
療
相
談
、
②
医
　

東
京
都
は
自
転

自
転
車
保
険
に
該
当

職
者
会
の
準
会
員
で
す
の
で
、『
安

心
総
合
共
済
』
に
加
入
で
き
ま
す
。

勿
論
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
も
対

象
に
な
り
ま
す
。
競
合
す
る
他
団

体
の
保
険
よ
り
有
利
で
す
。
是
非

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

再
任
用
の
方
も
加
入
可


